
創刊号２０００年１２月３日発行 

 
 
 
 

 

広報委員を募集します！ 
かわごえ環境ネット会則第９条に基づき、専門委員会の１つとして、広報委員会を設置

します。 
腕に覚えのある方、力を試したい方は、事務局までご連絡ください！ 

広報委員会のおしごと 

・ 会員通信の企画・編集・発行 
・ その他かわごえ環境ネットの広報活動に関して必要なこと 

募集人数 

・ １０人程度（応募者多数の場合は、調整させていただきます。） 
 

＜かわごえ環境ネットの歩み＞  
◇ ８月 ５日（土）    ■設立総会 
◇ ８月３１日（木）    □第１回理事会 
               ○平成１２年度事業の実施について 
◇ ８月          □ホームページ更新 
◇ ９月２１日（木）    □理事打ち合わせ会 
               ○顔合わせ会について 
               ○バードウォッチングについて 
               ○会の運営について 
◇ ９月２３日（土）    ■顔合わせ会 
◇ ９月２３日（土）    ■バードウォッチング（第１回ワークショップ） 
◇１０月２６日（木）    □第２回理事会 
               ○講演会について 
               ○会員通信について 
◇１１月３０日（木）    □第３回理事会 
               ○講演会について 

○会員通信について 
◇１２月 ３日（日）    ■講演会（第２回ワークショップ） 

 
＜お問い合わせ＞ 

かわごえ環境ネット事務局（川越市環境政策課内） 

〒350-8601 川越市元町１－３－１ 

                               TEL 0492-24-8811(内 2612,2613),FAX 0492-25-9800 

 



「かわごえ環境ネット顔合わせ会」に参加して  

 
私は、会社の業務で製品の環境対応や製品の回収・リサイクル等の

仕事を行っています。よって会社人としては、環境保全に取り組んで

いるつもりです。しかし個人として地域で何かできないだろうかと思

っていた時に、インターネットで（仮称）川越の環境をよくする連絡

協議会の会員募集を知り、個人会員として応募しました。あいにく設

立総会には、彩の国環境大学修了生の会の定例会と重なり参加できま

せんでした。後日「かわごえ環境ネット」が誕生したことを知りまし

た。 
入会後初めての電話で「顔合わせ会」への参加依頼があり、９月２３日（土曜祭日）に

会場の川越水上公園に出かけました。当日はあいにくの雨でしたが、会場に早めに行き、

開催されていた「アースデー」のバザーや、興味ある環境関連の展示等を楽しく見学しま

した。 
打ち合わせ会は午後１時３０分からでしたが，雨の中にもかかわらず、各種団体や事業所

代表の方、そして個人での申し込みの方が参加されました。会場は屋根のある野外で大き

な輪を作るように座り、和やかな雰囲気のなかで進められました。会の役員のご挨拶で、

会の設立の趣旨、今後の取りくみ等について説明があり、その後参加者の自己紹介や現在

の取り組みの紹介、今後の希望等について団体・事業所会員代表の方、そして個人会員の

方と、座っている順で報告をおこないました。 
主な内容は、会に入って初めて自然観察会に参加し感動したことや、商店街の環境・景

観への取り組み、また自然林や河川の環境保全

の取り組みなど、多くの分野で川越の環境をよ

くするために活動をしている様子が伝わって

きました。また暮らしの身近なところから環境

に取り組みたいとか、定年後ご夫婦で何か環境

保全活動をしてみたいといった説明があり、雨

の中でも皆さんの今後の活動意欲が感じられ、

私自身も大変参考になりました。 
このような発表を受け、最後に「かわごえ環境ネット」川越市の担当の方から、多くの

専門的知識をお持ちの方もおられ、また取組みたい希望分野も多いので、今後分野別にグ

ループ分けし活動する事も考えていきたい。この会で環境情報ネットを作っていきたいと

の挨拶がありました。 
私も少しでも第二の故郷である川越の環境保全の推進を、皆さんと共に考へ行動してい

けたらと思いました。今後、この会の成功に大いに期待したいと思います。 
以上 
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「アース・デイ・イン川越 2000 に参加して」 

参加者が、環境問題について考え、かけがえのない地球の環境を守

り、地域に住む外国人とふれあって国際理解を深めるための「アー

ス・デイ・イン川越 2000」でＥＣＯ－ＭＯＤＥにスイッチ・オンを合

言葉のアースデイ・イン川越が９月 23 日に川越水上公園にて開催さ

れました。準備段階では今にも泣き出しそうな空が、開始時間には泣

きだしてしまうという天候になってしまいましたが、雨の中でも参加

者の皆さんの熱気は、大変なものでした。 

 かわごえ環境ネットとしての第一回顔合わせ会もアース・デイ・イ

ン川越の中に位置付けられ悪天候にもかかわらず参加してくださった方々からいろいろな

貴重なご意見をお聞きすることができました。その顔合わせ会に先立ち、午前中には第一

回ワークショップとして埼玉県生態系保護協会 川越・坂戸・鶴ヶ島支部による「水辺と

雑木林のバードウォッチング」が行われました。あいにくの雨の中では、鳥の観察は不可

能かと内心、心配でしたが、なんと最後の鳥合わせの結果、声だけ観察のカイツブリ、コ

チドリを入れて 12 種類も観察することができました。天気が良ければもっと沢山の鳥を観

察できたそうですが、その代わり足元の草花に目を向け、保護協会の方々に草花の名前を

教えていただくことができました。ネコジャラシといっている草もアキノエノコロ、キン

エノコロ、ムラサキエノコロと何種類もあるのです。線香花火のようなカヤツリ草、キク

イモの黄色いかわいい花、イヌホウズキｅｔｃ．「名もない草花も名前を覚えられるとかわ

いさも増す。鳥だけでなく観察会を通じて自然の大切さを知ってほしい」という保護協会

会長の言葉が、車社会にどっぷり浸り普段経験しないむせ返るような草いきれの中を傘を

さして歩いた静かなひとときと共に心に残りました。 

 会場に戻り、ショップを開いていた個人、任意団体、商店、企業などの人たちに話をお

聞きしましたが、それぞれが、いろいろな見地から環境のことを考えている姿が伝わって

きました。 

 又、一日会場にいて感心したことは、楽しげにボランティアをしている若者のパワーで

した。こんな若い人がもっと増え、環境のことに取り組んでいってくれてたら・・・・と

思いながら帰路につきました。 

 

かわごえ環境ネット理事 

         清水 恵利子 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バードウォッチング 



自己紹介のコーナー（まずは役員から） 

 

笠原 啓一（理事長、埼玉県生態系保護協会川越・坂戸・鶴ヶ島支部） 

 財団法人埼玉県生態系保護協会川越・坂戸・鶴ヶ島支部の設立は、昭和５８（’８３）

年８月で、当初は、日本野鳥の会埼玉県支部川越野鳥の会として発足しました。 

 野鳥の会の目的は、野鳥を楽しみ、野鳥の知識と保護思想の普及により、自然を尊重し、

人間性豊かな社会を発展させることにありました。そして主な活動は、バードウォッチン

グ、野鳥の調査研究、野鳥を中心とした自然保護活動でした。県支部はその後日本野鳥の

会から独立して財団法人の認可を受け、目的も自然保護思想の普及、自然環境に関する調

査研究、良好な生態系の保全と改めて、名称を現在の埼玉県生態系保護協会としました。 

 支部は、坂戸・鶴ヶ島を含めた三市に亘って構成し、会員数は全２８支部中第３位の２

９５名（平成１２年１０月１６日現在）です。 

 活動は、毎月第２土曜日に、伊佐沼で開催しているバードウォッチング。これは昭和５

９年から続いています。他に福原地区の雑木林で、坂戸城山・鶴ヶ島高倉地区・太田ヶ谷

池等での自然観察会を開催する外に各地の公民館での指導、自然環境保全に関する提言や

要望を行っています。又支部報「雁のたより」を年４回発行し会員に情報を提供していま

す。 

 今後「かわごえ環境ネット」の一員として、川越の環境を市民が住みよい、誇れる環境

の街にするのに役立てばと願っています。 

 

小瀬 博之（副理事長・個人会員） 

 私は、川越に引っ越してきてからまだ１年半あまりですが、幼いころからなじみがあり

ます。幼稚園のときにはいも掘りに来て、小学生のときには川越狭山工業団地と喜多院へ

遠足に来ました。実家が鴻巣にあるので、それ以後もずっと外から川越をずっと見守って

きたのですが、今、観光地としてにぎわっている川越を見てその変化と活気に驚いていま

す。 

 私の所属している東洋大学工学部環境建設学科では、建設と環境との調和を目指して教

育と研究をおこなっています。私は「人間－都市環境研究室」を主宰しており、人間や生

物の立場からのまちづくりを環境工学と計画学の立場から模索しています。川越のまちづ

くりに関する研究としては、大学内の池の水質改善方法の検討、川越中心市街地の外部色

彩と心理評価、水辺空間の存在による川越の熱環境の影響評価などがあります。現在は１

名の大学院生と 12 名の４年生、３名の３年生とともに活動しています。まだまだ若輩者の

私ですが、みなさんとともに川

越の環境をよくするためにこ

れからも活動していきたいと

思いますので、よろしくお願い

いたします。 

 研究室についての詳しいこ

と は ホ ー ム ペ ー ジ

（ http://civil.eng.toyo.ac.

jp/~human）をご覧ください。 

 

写真 人間－都市環境研究室

のメンバー（房総・行川アイラ

ンドにて、前列中央が筆者） 

 


